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　今
回
も
当
地
蒲
郡
に
少
し
で
も
つ
な
が
り
が
あ
り
、
祝
意
の
備
わ
っ
た
曲
が

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
「
巻
絹
（
ま
き
ぎ
ぬ
）」
と
い
う
曲
を
選
び
ま
し
た
。

　蒲
郡
の
地
は
、
源
平
合
戦
の
頃
、
熊
野
別
当
湛
増
と
藤
原
俊
成
の
娘
が
一
緒

に
な
る
に
際
し
、
蒲
形
荘
と
竹
谷
荘
を
持
参
し
た
。
そ
の
両
荘
園
を
中
心
と
し

て
発
展
し
て
き
た
と
云
わ
れ
る
が
、
そ
の
湛
増
は
源
氏
に
利
あ
り
と
見
て
味
方

し
た
の
で
、
鎌
倉
幕
府
成
立
後
も
勢
力
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　湛
増
の
後
を
引
継
い
だ
熊
野
の
人
々
は
、
こ
の
両
荘
を
足
が
か
り
と
し
て
、

熊
野
信
仰
と
共
に
勢
力
を
拡
げ
、
今
日
の
蒲
郡
の
基
礎
を
築
い
た
と
云
わ
れ
て

い
る
。

　ま
た
、
藤
原
俊
成
と
い
え
ば
、
現
在
竹
島
園
地
に
銅
像
が
建
立
さ
れ
、
千
載

和
歌
集
を
撰
じ
た
大
歌
人
で
も
あ
る
。

　こ
れ
ら
に
因
み
、
熊
野
信
仰
を
主
題
に
据
え
、
和
歌
の
徳
を
讃
え
る
こ
と
を

も
う
一
つ
の
主
題
と
す
る
曲
が
「
巻
絹
」
で
す
。
筋
立
て
は

一
、
帝
の
夢
見
に
、
千
疋
の
巻
絹
を
三
熊
野
に
納
む
べ
し
と
の
お
告
げ
で
、

諸
国
の
絹
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
都
か
ら
の
絹
を
納
め
る
役
の
男
が
遅
参

し
た
の
で
、
勅
使
は
こ
れ
を
と
が
め
男
を
罰
し
縛
め
た
。

二
、
遅
参
の
理
由
は
、
音
無
天
神
の
梅
花
を
賞
で
歌
を
詠
ん
で
い
た
た
め
で

あ
る
。（
音
無
天
神
は
明
治
二
十
二
年
の
大
洪
水
の
折
に
本
宮
旧
社
殿

が
流
出
し
た
際
、
こ
の
本
殿
の
裏
手
に
あ
っ
た
の
で
梅
の
木
も
ろ
と
も

消
失
し
た
。
現
在
は
そ
の
旧
社
殿
跡
地
の
大
齋
原
に
建
て
ら
れ
た
石
塔

に
、
他
の
摂
社
共
々
合
祀
さ
れ
て
い
る
。）

三
、
そ
の
場
に
天
神
の
神
霊
が
神
子
に
乗
移
っ
て
現
れ
、
男
の
詠
歌
を
愛
で

て
和
歌
の
徳
を
語
り
（
舞
グ
セ
部
分
）
勅
使
に
縛
を
解
か
せ
た
こ
と
。

四
、
勅
使
の
願
い
に
よ
り
、
神
子
は
祝
詞
を
戻
し
神
楽
を
舞
っ
た
。

五
、 

神
子
に
乗
移
っ
た
天
神
の
神
霊
は
、
そ
の
神
威
を
大
い
に
現
わ
し
、
神
懸

り
の
態
を
示
す
。

六
、
神
霊
は
十
分
に
神
威
を
示
す
と
、
神
上
り
し
た
の
で
、
神
子
は
正
気
に

戻
っ
た
。

　筋
立
て
一
、
二
は
導
入
部
。
三
で
神
子
が
現
れ
ま
す
。
一
曲
の
見
ど
こ
ろ
と

し
て
は
、
三
～
六
の
部
分

で
す
が
、
こ
こ
は
現
代
人

の
我
々
に
は
耳
か
ら
入
っ

て
も
何
の
こ
と
か
、
文
字

化
し
な
い
と
な
か
な
か
理

解
し
難
い
と
思
い
ま
す
の

で
、余
り
耳
に
た
よ
ら
ず
、

心
に
感
じ
た
こ
と
を
思
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　因
み
に
熊
野
本
宮
証
誠

殿
は
阿
弥
陀
如
来
、
新
宮

は
薬
師
如
来
、
那
智
大
社

は
千
手
観
音
で
す
。

「
演
能
に
あ
た
っ
て
」

宝
生
流

　平

田

正

文
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一
年
延
期
と
な
っ
た
芸
能
大
会
、
関
係
者
の
一
人
一

人
が
感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
、
愛
知

県
知
事
を
始
め
多
く
の
来
賓
の
出
席
を
頂
い
て
、
７
月

11
日
12
時
よ
り
豊
橋
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

豊
橋
市
の
舞
踊
に
始
ま
り
、
新
城
市
の
大
正
琴
、
田

原
市
の
舞
踊
、
豊
川
市
の
剣
詩
舞
道
と
続
き
、
蒲
郡
市

は
コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ド
ル
フ
ィ
ン
に
よ
る
コ
カ

リ
ナ
演
奏
「
涙
そ
う
そ
う
」
他
４
曲
と
蒲
郡
市
吹
奏
楽

団
に
よ
る
吹
奏
楽
「
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
」
他
３
曲
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
ふ
た
た
び
豊
橋
市
の
筝
曲

の
演
奏
で
こ
の
日
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
と
い
う
オ
リ

ジ
ナ
ル
合
奏
曲
「
ほ
の
く
に
」
の
演
奏
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
出
演

者
の
方
々
は
、
練
習

も
ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し

い
ス
テ
ー
ジ
発
表

で
、
観
客
の
皆
様
も

惜
し
み
な
い
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
入
り
蒲
郡
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
警
戒
レ
ベ

ル
が
５
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
春
の
文

協
ま
つ
り
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

延
期
を
す
る
こ
と
に
よ
り
レ
ベ
ル
の
緩
和
を
期
待
し
、

会
場
の
確
保
を
し
て
何
と
か
で
き
な
い
か
と
模
索
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
期
待
通
り
レ
ベ
ル
３
と
な
り

中
ホ
ー
ル
に
て
7
月
22
日
㊗
に
芸
能
発
表
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
正
琴
、
詩
吟
、
相
撲
甚
句
、
舞
踊
、
雅
楽
の
演

目
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
朝
10
時
か
ら
教
育

長
は
じ
め
市
の
職
員
の
方
々
や
、
市
民
の
方
々
に

も
観
覧
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
演
者

は
公
民
館
な
ど
の
使
用
規
制
が
あ
り
練
習
も
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
は
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
し
て
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

誇
ら
し
げ
な
舞
台
で
し
た
。

　

蒲
郡
市
吹
奏
楽
団
は
65
年
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
の
楽

団
で
す
。
現
在
の
団
員
は
15
人
と
の
こ
と
で
す
が
、
コ

ン
サ
ー
ト
に
は
応
援
要
員
が
い
て
、
今
回
は
30
人
で
の

演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
12
月
の
定

期
演
奏
会
が
延
期
に
な
り
、
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か

り
講
じ
た
う
え
で
８
月
１
日
㈰
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
観
客
も	

多
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
か
、

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
や
「
鬼
滅

の
刃
」
な
ど
の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

メ
ド
レ
ー
に
、
童
謡
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
ド
ラ
や
映
画
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
、
合
間
に
寸
劇
な
ど
を
挟
ん

で
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
入
り
口
で
楽
団

手
作
り
の
マ
ラ
カ
ス
が
入
場
者

一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
は
そ
れ
を
振
っ
て
曲

に
参
加
し
、
楽
団
と
観
客
が
一

体
と
な
っ
て
の
演
奏
で
締
め
括

ら
れ
ま
し
た
。

写真上　コカリナアンサンブルドルフィン
写真下　蒲郡市吹奏楽団

写真上　雅楽
写真下　相撲甚句
また、ホームページにも
動画をアップしましたのでご
覧ください

県
文
連
芸
能
大
会

豊
橋
市
民
文
化
会
館

文
協
ま
つ
り
芸
能
発
表
会

蒲
郡
市
民
会
館

蒲
郡
市
吹
奏
楽
団

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
１　

蒲
郡
市
民
会
館



-3-

【
法
人
・
団
体
】	
56
団
体
　77
口

蒲
郡
信
用
金
庫	

10
口

蒲
郡
市
農
業
協
同
組
合	

５
口

㈱
オ
ダ
看
板
工
芸
社	
２
口

㈱
サ
ン
ジ
ュ
堂
印
刷	
２
口

㈱
ピ
ー
ア
ン
ド
ピ
ー	

２
口

蒲
郡
国
際
交
流
協
会	

２
口

蒲
郡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ	

２
口

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
ク
ラ
ブ	

２
口

ダ
ス
キ
ン
き
ん
ば
ら	

２
口

つ
げ
耳
鼻
咽
喉
科
医
院	

２
口

い
ー
は
と
ぶ
会

石
原
内
科

伊
吹
嶺
蒲
郡
句
会

伊
吹
嶺
真
帆
句
会

伊
吹
嶺
リ
ラ
句
会

大
塚
印
刷
㈱

額
縁
工
房
ぶ
わ
ん

菓
子
司
新
月

菓
子
司
梅
月
園
六
花

菓
子
司
両
口
屋

形
原
詩
民
ク
ラ
ブ

㈱
鈴
木
文
具

㈱
佛
源

蒲
郡
雅
楽
倶
楽
部

蒲
郡
吟
友
会

蒲
郡
厚
生
館
病
院

蒲
郡
相
撲
甚
句

蒲
郡
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

蒲
郡
民
謡
会

蒲
郡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

菊
園
製
菓
舗

琴
修
会

さ
ざ
な
み
会

笹
野
バ
レ
エ

Ｊ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス

静
里
句
会

三
味
線
ゑ
ん
の
会

杉
江
電
設
㈱

東
海
自
動
車
工
業
㈱

遠
鹿
見
句
会

と
ら
や
製
菓

俳
誌
三
河
会

俳
誌
三
河
火
曜
会

花
の
店
花
木
土

花
水
木
短
歌
会

ひ
じ
り
・
水
曜
会

姫
リ
ン
ゴ
俳
句
会

府
相
句
会

文
協
短
歌
教
室

菩
提
樹

ポ
プ
ラ
矯
正
歯
科

松
山
歯
科
医
院

水
無
月
句
会

民
舞

㈲
花
豊

遊
刻
倶
楽
部

【
個
人
】
　
　
　57
名
　59
口

井
野　

佐
登　
　
　

２
口

内
田　

陽
子　
　
　

２
口

青
山　

義
明　
　

浅
井　

彗
雪

新
井　

信
行　
　

石
川　

貴
裕

板
倉　

宗
真　
　

市
川
美
智
子

伊
藤　
　

伸　
　

伊
藤　

治
輝

大
須
賀　

林　
　

大
竹　

翠
葉

大
場　

康
議　
　

大
向　

正
義

大
山　

敬
子　
　

岡
本
八
千
代

尾
﨑
八
重
子　
　

小
田
二
三
枝

小
田　

芳
園　
　

壁
谷　

桔
華

壁
谷　

禮
伺　
　

鎌
田　

篤
司

木
村
君
多
香　
　

近
藤　

向
華

坂
部　
　

傑　
　

佐
久
間
祥
煙

杉
浦　

英
鳳　
　

杉
浦　
　

才

杉
田　

翠
風　
　

鈴
木　
　

寧

鈴
木　

宗
和　
　

鈴
木　

博
翠

鈴
木　

将
浩　
　

鈴
木　

睦
子

鈴
木
八
重
子　
　

竹
内　

慶
星

竹
内　

滋
泰　
　

竹
内　

宗
綏

中
野　

宗
恵　
　

中
村　
　

達

新
実　

祥
悟　
　

西
川
佳
ふ
久

西
川　

味
里　
　

羽
田
喜
久
司

花
柳
家
登
紀　
　

林　
　

正
夫

早
瀬　

恵
雲　
　

平
井　

宗
昌

藤
田　

海
陽　
　

藤
田　

裕
喜

洞
田　

正
子　
　

牧
野　

一
古

牧
原　

克
子　
　

松
井　

晨
翠

三
浦
千
恵
子　
　

三
喜　

藤
菊

喚
田　

孝
博

令
和
三
年
度
特
別
会
員  

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
・
一
口
の
場
合
口
数
省
略
）

▼
手
書
き
で
「
年
賀
状
」

　
　実
用
書
道
教
室

日　

時　
　

11
月
22
日
㈪
・
29
日
㈪

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　
　

蒲
郡
市
民
会
館　

中
会
議
室

講　

師　
　

藤
田　

芳
子

参
加
費　
　

３
０
０
円

定　

員　
　

15
名

申
込
締
切　

11
月
11
日
㈭

▼
正
月
飾
り
「
干
支
の
飾
り
」

　
　和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

日　

時　
　

12
月
３
日
㈮
・
10
日
㈮

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
12
時

場　

所　
　

蒲
郡
市
民
会
館　

会
議
室
２

講　

師　
　

近
藤
佐
代
子

参
加
費　
　

５
０
０
円

定　

員　
　

20
名

申
込
締
切　

11
月
20
日
㈯

　
　木
彫
り
教
室

日　

時　
　

12
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　
　

蒲
郡
市
民
会
館　

中
会
議
室

講　

師　
　

鈴
木　

康
祐

参
加
費　
　

５
０
０
円

定　

員　
　

20
名

申
込
締
切　

11
月
26
日
㈮

＊
詳
細
は
事
務
局
へ

初
心
者
の
た
め
の
文
協
講
座
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市民文化祭のご案内市民文化祭のご案内
≪文化協会特別公演≫ ≪文化財めぐり参加者募集≫

～日本のマチュピチュ苗木城跡と　　　　　
　　　　　　　　　　虎渓山永保寺を訪ねる～
日　時：11月17日(水)  
　　　　７時30分出発　17時30分帰着予定
　　　　（発着は博物館西側臨時駐車場）

参加費：8,500円

申　込：10月29日㈮までに、直接文協事務所に来て頂くか、
　　　　往復はがきにて。

※能「巻絹」のチケット、文化財めぐり
　　問合せ：蒲郡市文化協会事務局(市民会館内)　
　　　　　　  電話　０５３３－６８－５５０９

日　時　令和３年11月３日（水・祝）
　　　　13：30 開場　14：00 開演
場　所　市民会館 大ホール
入場料（全席自由）　前売券　一般 1,000円　18歳以下 500円
　　　　　　　　　当日券　一般 1,500円　18歳以下 700円
チケット販売　　　蒲郡市文化協会事務局　0533-68-5509
　　　　　　　　　蒲郡市民会館窓口

（展示部門の最終日は16時まで）

博物館の催し
＊10時～17時（最終日は16時まで）

協賛：小中学校音楽祭　11月13日㈯ 　市民会館大ホール
　　　蒲郡っ子作品展　令和４年１月28日㈮～30日㈰　 　博物館ギャラリー

１１/３（水・祝）
１３時～
中ホール

開 会 式
１１/１２㈮～１４㈰
９時～１７時
大ホールロビー

菊 花 展
１１/１２㈮～１４㈰
１０時～１７時
東ホール

書道・工芸展
１１/１４㈰

１３時半～１６時半
大ホール

洋楽発表会

１１/１４㈰
１０時～１５時
三興庵、会議室

市民茶会
１１/１４㈰
１３時～１６時
東会議室

短 歌 会
１１/２０㈯・２１㈰
９時半～１７時
東ホール

華 道 展
１１/２０㈯・２１㈰
９時半～１７時
中会議室

水 石 展

１１/２０㈯
１０時～１５時４０分

中ホール

芸能発表会①
１１/２１㈰
１０時～１７時
中ホール

芸能発表会②
１１/２３（火・祝）１４時～
募集句の表彰のみ

大会議室

俳 句 会
１１/２３（火・祝）
１０時～１７時
中ホール

筝曲演奏会

１１/１９㈮～２１㈰
絵　画　展

１１/１２㈮～１４㈰
水 墨 画 展

１１/５㈮～７㈰
写　真　展

短歌・俳句・絵画・水墨画・書道・写真・工芸の合同展示
１０/３０㈯～１１/３（水・祝） 1日㈪は休刊合 同 展

市民会館の催し

※予定が変更・中止になる場合もありますので、事務局までお問合せ下さい。


